
デジタル田園都市国家構想及び地方創生に関する 

地方六団体との意見交換会での主なご意見 

 

【総論】 

・地方創生の枠組みを活かしつつ、デジタルの力でさらに発展させようとの考え方に

理解。デジタルの議論と併せて、幅広い地方創生の強力な推進が今後とも必要。 

・地方創生の取組をメインに据えて方法論としてしっかりとデジタルで強化していく

ものと理解。両者の関係について、情報発信に努めてほしい。 

・デジタル導入という方法論のみにとらわれ、人のぬくもりのある地方の良さが失わ

れることのないよう、従来からの地方創生施策にも引き続きしっかりと取り組み、

地方の創意工夫を活かした取組を大切にしてほしい。 

・デジタルの良い事例の横展開が重要。有効性が確認された事例を集め、メニュー集

として展開するとともに、技術的・財政的・情報的支援をお願いしたい。 

・20代の若者を中心に東京への流入が続いている。特に若い女性の東京への集中は地

方の少子化を更に加速化する大きな課題。 

 

【基盤整備】 

・デジタル基盤の整備については条件不利地域も含めてしっかりとお願いしたい。ま

た、インフラの維持・管理にもお金がかかるので配慮いただきたい。 

・デジタル田園都市国家構想の推進に当たっては、環境整備が重要。構想を強力に推

進し、環境整備にしっかりと取り組んでほしい。 

 

【人材】 

・デジタル人材が東京に偏在しており、これを解消することが重要。地方でもしっか

りと育成に取り組んでいきたいと考えている。地方の企業が活躍できるように人材

の確保をお願いしたい。 

・デジタル施策を進めるためには専門的な人材が必要であり、自治体職員の確保・育

成も重視してほしい。 

 

資料２ 


